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　新聞を見ていたら，こんな川柳が載っていた。
　ロ　一一カル線地方の時代に廃止する
ローカル線の廃止と地方の時代のスPt・一ガンとは，明らかに矛盾する。どちら
かが本音で，どちらかが建て前だと，この川柳は訴えたげだ。
　だが，実際のところ，事態はもっと進んでいると見た方が良かろう。毎日新
聞は昨年暮「誰もが本気でなかった？　消えた文字　地方の時代いずこ」とい
う見出しの論説を掲げた。変り身の早い人達が，さっさと新しい時流に乗りか
けているのを，この論説（昭55・12・21）も，皮肉りたいかのようだった。
　「地方の時代」という言葉が登場したのは，昭和53年秋の横浜シンポジウム
であった。このシンポジウムで，この言葉は，明治以来のわが国地方自治制度
に抜きがたく結びついている国の中央集権体制を打破するための運動スローガ
ンとして，初めて用いられた。その後，新聞雑誌などのマスコミによって，こ
の言葉は人口に膳灸するようになったが，同時に，いわば流行語のように，保
革官民をとわない人々によって，この言葉が用いられた結果，その意味内容が
多義化したことも，また否定できないところであろう。例えば，大平元首相の
構想した田園都市構想も，このような地域主義の高まりを背景とするものであ
ったし，自治省がその後かかげた「新広域市町村圏」構想や，建設省の定住圏
構想，国土庁の「モデル定住圏設定計画」，環境庁の「環境管理計画」などは，
その名称と力点のおき方に多少の違いはあるものの，等しく地域振興をうた
い，「地方の時代」を各省とも意識せざるをえなくなった点では，何れも軌を
一にしていると言えよう。
　問題は，一時はいわば百家争鳴，先を競うかのように各省庁によって唱えら
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れた「地方の時代」という言葉が，今日何故「消えた文字」になってしまった
かにある。
　その問いかけに対する解答として，同時選挙後，微妙に変って来た風向きを
あげる見方もあるだろう。あるいは，風見鶏めように，変り身の早い政治家や
官僚の保身術に求める見方もある。もともと，この国では，風向きの変化はべ
らぼうに早い。あっという間に，風向きが変って，取り残されるのは庶民ばか
りだ。
　だが，いつも取り残されている庶民が，いつまでも黙って事態を見ているか
どうかは疑問だ。廃止を決められたP一カル線をもつ地域の庶民たちは，当
然，政治家や中央官僚たちの君子豹変ぶりをなじるだろう。「地方の時代」は
空約束だったのかと，地方の庶民は怒るに違いない。
　オルテガは既に1930年彼の名著「大衆の反逆」の中で，次のように述べてい
る。
　歴史は農業のようなもので，高所でなく谷で営まれるのであり，傑出した人
　々の水準ではなく，社会の平均的水準で営まれるものである。われわれは平
　均化の季節に生きている。（寺田和夫訳）
　オルテガの言うように，私も現代が「傑出した人々の水準」で動くのではな
く，むしろ「凡庸な人々」の水準で動くものと考える。そうだとすれば，空回
りしているのは「地方の時代」の方では寧ろなくして，「傑出した人々」，つま
り変り身の早い秀才諸氏だということになろうか。
　「地方の時代」というスn一ガンの提唱者の一人である長州神奈川県知事
は，かつて「地方の時代」をUFOとかけた。声はすれども姿は言えずという
のが，その心だ。確かに，わが国の地方行政は，その権限と財政とにおいて，
依然として中央集権的な体質を色濃く残しているので，多少の権限委譲などが
最近行われ始めたといっても，「地方の時代」は未だ姿も見えずということに
なるかも知れない。
　しかしながら，間違いなく言えることは，住点を大切にしようという考え方
が，いま日増しにつよくなって来ているという事実だ。高齢化社会の到来は，
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これまで職場中心であった日本人の考え方を，今後一層地域に向けさせて行く
であろう。
　もともと，日本人には「ふるさと」を懐かしの生地と直ぐ結びつける悪い癖
があった。室生犀星が，「ふるさとは遠きにありて思うもの，そして悲しく…
…」と歌ったとき，また高村光太郎が「ここはあなたの生れたふるさと，あの
小さな白壁の点々があなたのうちの酒庫」とよんだとき，彼ら高名な詩人です
ら，ふるさと＝生れ故郷と考えていた。「石をもて追はるるごとく，ふるさと
を出でしかなしみ」という歌を残しているかの石川啄木ですら，後年生れ故郷
を懐かしみつつ，切々たる望郷の思いを多くの歌に託したではないか。
　そういえば，私達が明治以来歌い続けて来た小学校唱歌，例えば「故郷」や
「旅愁」や「故郷の空」なども，また多くの流行歌ですらも，生れ故郷を懐か
しむ歌ばかりだ。いちいち例を挙げる迄もなかろうが，これらの事実は，われ
われのふるさと観が誤っていたことを教える。と言うよりも，地域における日
本人の生き方が，いま問われていると言うべきではなかろうか。
　熱力学の反応と違って，歴史は常に不可逆だ。敢えてこんなことを私が指摘
する迄もなく，地方の庶民はいま，谷間から，文字どおり「地方の時代」を押
し進めつつある。「傑出した人々」の変り身の早さを，あざ笑うかのように。
何故ならば，居住点こそが彼らの老後の生活環境であり，また子供の故郷で
も，自己と家族の生活の原点でもあるからだ。一たん庶民のものとなった歴史
の動きは，最早元に戻らない。
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